
公民  0 8 中 3  社会 小テスト  その 3

基本的人権と公共の福祉
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

基本的人権はどのように保障され、どんな場合に制限されるのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 社会全体の利益のために人権が制限されることがあるという考え方を という。 (10点)

2 憲法が国民に課す、果たすべき務めを という。 (10点)

3 人権は、他人の人権を したり、社会全体に迷惑をかけたりしてはならない。 (10点)

4 子どもに普通教育を受けさせる義務を負うのは、子ども自身ではなく である。 (10点)

5 選挙などで政治に参加する権利を という。 (10点)

6 他人の をきずつける表現の禁止は、公共の福祉による制限の例である。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 人権は、どんな場合でも無制限に認められる。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として保障される。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 参政権と請求権の説明として、正しいものを選びなさい。　( )

ア 参政権は国に救済を求める権利である イ 請求権は選挙などで政治に参加する権利である

ウ 参政権は選挙などで政治に参加する権利である エ 参政権も請求権も人権を守るための権利ではない (10点)

10 公共の福祉による人権の制限の例として、正しいものを選びなさい。　( )

ア 選挙への参加 イ 国に救済を求めること

ウ 感染症の患者の入院 エ 子どもが教育を受けること (10点)

得点 / 100
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